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（
１
）
‐
2

養
浜
後
の
来
襲
波
浪
と
台
風
2
1
号
襲
来

後
の
回
復

2
0
1
7
年
1
0
月
2
3
日
来
襲
の
台
風
2
1
号
に
よ

り
観
測
史
上
最
大
と
推
定
さ
れ
る
高
波
浪
（
8
m
を
越
え

る
）
が
来
襲
し
、
茅
ヶ
崎
海
岸
で
も
各
地
区
で
侵
食
、
被
害

が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
高
波
浪
に
よ
り
台
風
通
過
後
の
汀
線
は
、
ほ
ぼ
全

域
で
後
退
し
ま
し
た
が
2
0
1
9
年
1
月
で
は
、
一
部
を

除
き
汀
線
が
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

海
面
下
で
は
、
台
風
来
襲
後
に
水
深
3
m
よ
り
浅
い
箇

所
で
砂
が
削
ら
れ
、
沖
に
堆
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
1

年
～
2
年
弱
で
沖
に
溜
ま
っ
た
土
砂
が
波
打
ち
際
に
戻
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
Ü
３
）
。
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第15回協議会
平成31年3月23日
（1６：00～18：54）

[主な議題]
Ⅰ茅ヶ崎中海岸の養浜事業の評価
Ⅱ養浜環境影響調査の報告
Ⅲ今後の海岸保全事業の進め方

Ｎｏ．１浜風 通信 第28号 令和2年3月

○

は
じ
め
に

神
奈
川
県
で
は
、
平
成
3
１
年
3
月
２
３

日
に
第
1
５
回
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
茅
ケ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業
の

評
価
」
と
し
て
、
茅
ケ
崎
海
岸
の
養
浜
実
績
、

養
浜
後
の
来
襲
波
浪
と
2
0
1
7
年
台
風

2
1
号
来
襲
後
の
回
復
、
養
浜
後
の
地
形
変

化
、
計
画
幅
の
達
成
状
況
と
防
護
機
能
の
評

価
、
計
画
浜
幅
達
成
ま
で
の
養
浜
と
維
持
管

理
、
な
ら
び
に
茅
ケ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業

評
価
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
砂

浜
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
台
風
２
１
号
来
襲

後
か
ら
汀
線
が
５
m
前
進
し
ま
し
た
が
、
目

標
の
砂
浜
幅
4
0
m
に
は
届
か
な
か
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
「
養
浜
環
境
影
響
調
査
」
に
つ
い

て
、
相
模
湾
試
験
場
前
川
主
任
研
究
員
か
ら
、

養
浜
区
に
お
け
る
水
質
や
底
質
、
底
生
生
物

調
査
、
底
質
と
底
生
生
物
の
分
析
結
果
よ
り

求
め
た
合
成
指
標
、
な
ら
び
に
水
中
画
像
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
項
目
の
調
査
結
果
か
ら
、
水
質
と
底
質
に

関
し
て
茅
ヶ
崎
海
岸
の
環
境
を
評
価
し
た
と

こ
ろ
、
全
地
点
、
全
期
間
を
通
じ
て
特
に
問

題
と
な
る
数
値
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
今
後
の
海
岸
保
全
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
、
浜
幅
が
計
画

目
標
に
比
べ
5
m
ほ
ど
足
り
な
い
現
状
の
上
、

確
実
な
防
護
機
能
の
確
保
、
高
波
浪
時
の
海

浜
安
定
性
確
保
を
目
的
に
、
2
0
2
0
年
3

月
～
2
0
2
3
年
3
月
を
目
途
に
、
養
浜
事

業
（
毎
年
3
万

㎥
）
を
継
続
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
、
維
持
養
浜
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

は
、
2
0
2
0
年
3
月
の
養
浜
後
に
検
討
す

る
等
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
以
上
の
報
告
内

容
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
１
）
茅
ヶ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業
の
評
価

（
１
）
‐
１

養
浜
の
実
績

中
海
岸
地
区
で
は
、
2
0
0
6
年
1
月
以

降
2
0
1
９
年
3
月
ま
で
に
約
4
1
万

㎥
の

養
浜
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
図
Ü
1
）
ま
た
、

隣
接
す
る
柳
島
、
菱
沼
地
区
で
も
養
浜
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
茅
ヶ
崎
漁
港
西
側
か
ら

の
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
を
従
来
の
0
.
3
万

㎥

か
ら
約
1
.
5
万

㎥
に
増
量
し
て
い
ま
す
。

中
海
岸
地
区
に
お
け
る
養
浜
材
の
粒
度
組

成
（
図
Ü
2
）
は
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
サ
ン

ド
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
供
給
が
増
え
た
た
め
、

礫
分
が
４
０
％
程
度
か
ら
2
0
％
程
度
に
減

少
し
、
中
砂
の
占
め
る
割
合
が
多
く
な
り
、

海
岸
に
良
質
な
砂
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

資料－2

図－２ 養浜材の粒度組成

図－３ 台風21号襲来後の回復

図－９ 維持管理の予測結果（2043年まで）

（
１
）
‐
5

計
画
浜
幅
達
成
ま
で
の
養
浜
と
維
持
管

理
今
後
ど
の
く
ら
い
の
養
浜
が
必
要
に
な
る
の
か
、
今
年

度
の
結
果
（
図
Ü
８
）
を
踏
ま
え
る
と
、
2
0
2
３
年
3
月

（
５
年
後
）
ま
で
養
浜
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
計
画

達
成
の
目
途
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
養
浜
の
材
料

は
、
漁
港
西
側
の
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
量
の
増
加
に
よ
り
、

礫
分
の
割
合
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
汀
線
の
前
進
が
鈍

く
な
り
浜
幅
回
復
に
少
し
時
間
を
要
し
ま
す
。

計
画
浜
幅
を
維
持
す
る
に
は
、
養
浜
量
が
0
.
5

㎥
で

は
ど
う
に
か
維
持
で
き
ま
す
が
、
沖
合
が
少
し
侵
食
し
ま

す
。
沖
側
も
堆
積
傾
向
と
す
る
た
め
に
は
、
0
.
5
万

㎥

か
ら
1
.
5
万

㎥
ぐ
ら
い
の
材
料
を
茅
ケ
崎
漁
港
の
西
側

か
ら
と
っ
て
中
海
岸
に
入
れ
れ
ば
維
持
で
き
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
（
図
Ü
９
）
。

図－６ 養浜後の地形変化（2002年～2019年1月）

（
１
）
‐
4

計
画
浜
幅
の
達
成
状
況
と
防
護
機
能
評
価

2
0
1
９
年
1
月
時
点
の
海
岸
中
央
部
（
N
o
.
1
8)

の
浜
幅
（
自
転
車
道
法
肩
～
汀
線
）
は
、
3
5
.
5
m
で
あ

り
、
計
画
浜
幅
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
計
画
浜

幅
は
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
沖
合
の
堆
積
に
よ
り
防
護
水

準
は
満
足
し
て
い
ま
す
（
表
Ü
１
）
。

図－１ 中海岸の養浜実績

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019

粒度組成

大礫（19＜d＜75mm）

中礫（4.75＜d＜19mm）

細礫（2＜d＜4.75mm）

粗砂（0.85＜d＜2mm）

中砂（0.25＜d＜0.85mm）

細砂（0.075＜d＜0.25mm）

シルト（d＜0.075mm）

2006年1月～2019年3月までの総養浜量 41.1万 m3 

中海岸の状況（2019年3月10日）

（
１
）
‐
３

養
浜
後
の
地
形
変
化

養
浜
開
始
以
降
、
経
年
的
に
汀
線
が
前
進
し
、
砂
浜
が

回
復
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
1
月
時
点
で
は
、
中
海

岸
地
区
の
3
号
突
堤
～
6
号
水
路
間
で
は
1
8
m
程
度
汀

線
の
前
進
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
菱
沼
地
区
、
片
瀬
漁

港
西
側
で
は
、
汀
線
の
後
退
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
Ü
４
）
。

沖
合
も
含
め
た
経
年
的
な
地
形
変
化
（
図
Ü
５
）
を
見
る

と
、
2
0
1
9
年
1
月
ま
で
に
、
侵
食
域
の
区
域
R
＋
A

は
、
3
.
0
か
ら
４
．
３
万

㎥
／
年
で
侵
食
、
堆
積
域
の

区
域
B
＋
C
＋
E
は
、
1
.
2
か
ら
２
．
５
万

㎥
／
年
で

堆
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
海
岸
の
土
砂
移
動
（
下
段
：
図
Ü
６
）
を
見
る
と
東
向

き
の
沿
岸
漂
砂
に
よ
っ
て
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
超
え
て
菱
沼

地
区
（
D
区
域
）
へ
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
量
は
、

2
0
0
5
年
の
0
.
4

㎥
／
年
に
対
し
て
、
１
．
３
万

㎥

／
年
ま
で
増
加
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

図－５ 茅ヶ崎中海岸の土砂移動

図－４ 湘南海岸全域の汀線変化量（2005年基準）

No. 18

表－１ 現況海浜の評価

図－７ 浜幅検証断面（No.18）の縦断形変化と計画浜幅

図－８ 計画浜幅目標達成までの予測結果

海浜土砂量の経年変化（区域B） 海浜土砂量の経年変化（区域A）

A R

B
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C
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○

今
後
の
予
定

委
員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
養
浜
事
業
は
、
計
画
浜
幅
を
達
成
で
き
る
見
込
み
ま
で
、
養
浜
事
業
（
３
万

㎥
／
年
）

を
継
続
し
、
砂
浜
の
拡
幅
を
図
り
ま
す
。
養
浜
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ラ
ス
漁
を
考
慮
し
た

時
期
に
予
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
期
間
は
多
く
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
国
道
１
３
４
号
を
通
行
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
横
断
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
養
浜
に
よ
り
海
面
に
濁
り
が
発
生
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
濁
り
は
、
本
来
、
相
模
川
上

流
か
ら
出
水
時
に
河
口
ま
で
な
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
有
害

物
質
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
に
留
意
し
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
海
岸
・
道
路
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●

第

15

回

茅

ヶ

崎

中

海

岸

侵

食

対

策

協

議

会

浜風 通信 第28号 令和２年3月 Ｎｏ．２

図－１１ ＣＯＤの調査結果

（
２
）
養
浜
環
境
影
響
調
査

養
浜
に
よ
る
底
質
・
生
態
系
な
ど
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
養
浜
区

の
中
海
岸
（
侵
食
・
養
浜
域
）
、
対
照
区
の
浜
須
賀
（
堆
積
傾
向
）
の
２
箇
所
で
底
質

（
粒
度
組
成
、
C
O
D
、
強
熱
減
量
、
全
硫
化
物
）
・
底
生
生
物
調
査
や
波
打
ち
際
の
生

物
調
査
な
ど
を
経
年
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
3
0
年
か
ら
、
調
査
地
点
を
見
直
し

ま
し
て
、
沖
側
か
ら
シ
ル
ト
の
広
が
り
を
確
認
す
る
中
海
岸
水
深
1
5
ｍ
地
点
、
チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
域
で
あ
る
水
深
５
m
地
点
を
新
設
し
ま
し
た
（
図
Ü
１
０
）
。

砂
を
供
給
す
る
西
浜
と
柳
島
、
そ
れ
か
ら
沖
側
の
ワ
カ
メ
い
か
だ
付
近
で
も
引
き
続
き

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
茅
ヶ
崎
市
漁
協
さ
ん
と
お
話
し
い
た
し
ま
し
て
、
台

風
シ
ー
ズ
ン
前
の
8
月
終
わ
り
、
そ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
後
の
1
1
月
の
2
回
、
海
底

写
真
に
つ
い
て
は
、
1
１
、
１
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
水
質
分
析
に
つ
い
て
は
、
S
t
.
8
（
白
浜
町
5
m
）
の
1
1
月
の
浮

遊
物
質
（
S
S
）
が
や
や
高
い
値
（
１
０
m
g
/
L
）
で
し
た
が
、
異
常
値
だ
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
対
照
区
と
比
べ
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
透

明
度
に
つ
い
て
も
問
題
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

底
質
分
析
の
結
果
、
有
機
汚
濁
の
指
標
と
な
る
C
O
D
及
び
強
熱
減
量
に
よ
る
硫
化

物
の
含
有
量
に
つ
い
て
、
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
Ü
１
１
）
。

粒
度
組
成
（
図
Ü
１
２
）
に
つ
い
て
は
、
9
月
と
1
1
月
の
結
果
、
細
砂
が
主
体
で
、

浅
い
方
が
中
砂
が
多
く
、
沖
の
方
に
な
る
と
粘
土
・
シ
ル
ト
分
が
多
く
な
る
傾
向
で
、

前
年
度
と
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
各
地
点
を
見
て
み
る
と
、
S
t
.
1
2
（
ワ

カ
メ
い
か
だ
）
の
と
こ
ろ
で
例
年
並
み
に
シ
ル
ト
・
粘
土
分
が
多
い
傾
向
で
、
S
t
.

8
（
中
海
岸
９
ｍ
）
で
も
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

底
生
生
物
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
、
種
類
数
は
昨
年
調
査
よ
り
も
少
な
い
結
果
で
し

た
。
台
風
に
よ
る
底
質
の
か
く
乱
に
よ
っ
て
底
生
生
物
が
十
分
回
復
さ
れ
て
い
な
い
時

期
に
調
査
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
出
現
種
は
、
例
年
確
認
さ
れ
て
い
る
種
が
今
回

も
確
認
さ
れ
た
結
果
で
底
質
環
境
的
に
問
題
は
な
い
と
い
う
解
釈
で
す
。

合
成
指
標
（
表
Ü
２
）
は
、
全
地
点
が
負
の
値
で
正
常
、
水
中
観
察
、
直
接
テ
レ
ビ
観

察
結
果
も
特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇

主
な
意
見
・
概
要

第
1
５
回
協
議
会
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

現
在
の
砂
の
流
れ
は
、
土
砂
が
江
の
島
方
向
に
年
間
3
万

㎥
移
動
し
て
い
る
の
に
対
し
、
相

模
川
か
ら
の
土
砂
供
給
は
5
千

㎥
で
あ
る
。
こ
の
状
況
で
将
来
柳
島
地
区
は
ど
う
な
る
の
か

議
論
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

②

茅
ケ
崎
漁
港
西
側
か
ら
砂
を
と
っ
て
養
浜
し
て
い
る
が
、
駐
車
場
付
近
の
飛
砂
だ
け
を
使
用

し
て
い
る
。
偏
り
に
よ
る
急
な
地
形
変
化
が
生
じ
な
い
よ
う
、
砂
を
と
る
に
も
バ
ラ
ン
ス
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。

③

今
後
養
浜
の
材
料
と
し
て
宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
浚
渫
土
砂
が
候
補
に
上
が
っ
て
い
る
が
、
使
用
す

る
前
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
実
際
み
る
機
会
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

④

養
浜
材
料
が
、
砂
か
泥
か
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
生
物
的
に
き
れ
い
な
砂
は
好
ま
し
く
な

い
こ
と
が
あ
る
。
現
在
生
息
す
る
生
物
を
調
べ
る
こ
と
で
環
境
知
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。

⑤

茅
ケ
崎
漁
港
西
側
か
ら
と
っ
た
砂
を
養
浜
し
て
い
る
が
、
か
な
り
細
か
く
歩
く
と
ず
ぶ
ず
ぶ

と
い
っ
た
感
じ
で
沈
む
。
礫
等
を
混
ぜ
た
方
が
固
ま
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

⑥

茅
ケ
崎
漁
港
西
側
の
砂
を
と
っ
て
い
る
が
、
海
岸
が
延
び
て
い
る
た
め
汀
線
を
後
退
さ
せ
る

よ
う
に
も
っ
と
海
側
か
ら
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
飛
砂
に
よ
る
漁
港
内
の
被
害
で
作
業
が
ま

ま
な
ら
い
。

⑦

茅
ケ
崎
漁
港
堤
防
西
側
で
水
深
が
浅
く
な
り
、
波
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
港
出

口
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
そ
の
周
辺
の
浚
渫
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑧

ヘ
ド
ロ
状
の
底
質
に
よ
る
濁
り
が
ひ
ど
く
、
生
餌
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

底
質
の
広
が
り
を
調
べ
て
も
ら
い
た
い
。

⑨

黒
色
の
シ
ル
ト
・
粘
土
の
底
質
は
、
養
浜
材
料
か
ら
で
て
き
て
い
る
も
の
か
、
ま
た
は
自
然

に
流
れ
て
き
た
の
か
知
り
た
い
。
こ
の
底
質
の
中
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
含
ま
れ
る
。

養
浜
と
の
因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
原
因
は
知
り
た
い
。

⑩

緊
急
補
修
の
た
め
使
用
し
て
い
る
土
の
う
に
つ
い
て
は
、
高
波
浪
に
よ
り
海
中
に
浮
遊
し
船

舶
に
と
っ
て
は
危
険
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
昨
年
度
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
代

え
て
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
か
ご
マ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
耐
久
性
と
壊
れ
た
場
合
の
処
理
方

法
が
知
り
た
い
。

⑪

6
号
水
路
が
汚
く
悪
臭
が
す
る
。
ま
た
、
ご
み
が
溜
ま
り
や
す
い
。
特
に
6
号
水
路
を
延
ば

し
て
か
ら
、
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
た
気
が
す
る
。

⑫

柳
島
地
区
の
下
水
処
理
場
付
近
の
水
質
に
つ
い
て
調
べ
て
も
ら
い
た
い
。

図－１０ 平成３０年 調査位置図

 

St.1 St.3

St.4

St.5

St.8
St.10

St.12

St.A

St.B

St.C
St.D

St.E St.F

St 地点名 St 地点名
1 柳島4.5ｍ A 中海岸-５ｍ
3 西浜６ｍ B 中海岸-15ｍ
4 すずき島9.5ｍ C ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄ-西-５ｍ
5 すずき島12ｍ D ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄ-東-５ｍ
8 中海岸-９ｍ E 白浜町５ｍ
12 ワカメ筏 F 浜須賀５ｍ

図－１２ 粒度組成と代表底質写真

表－２ 合成指標の結果

St.8 中海岸9m
粘土ｼﾙﾄ 14.8％
強熱減量 3.0％
ＣＯＤ 1.5mg/g

St.12 ワカメ筏25m
粘土ｼﾙﾄ 51.2％
強熱減量 8.3％
ＣＯＤ 8.6mg/g


